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の
け
ぞ

っ
て
見
上
げ
る
ほ
ど
東
京
ス

カ
イ
ン
リ
ー
が
近
い
。
地
域
の
集
会
所

を
利
用
し
た
教
室
は
、
東
京
の
下
町
、

墨
田
区
の
銭
湯
の
横
に
あ

っ
た
。

「虫
千
し
と
は
ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ

う
か
」
。
先
生
の
東
間
に
首
を
ひ
ね
る

生
徒
は
（
こ
の
日
４
人
。
い
ず
れ
も
介

護
現
場
で
働
く
外
国
人
の
女
性
だ
。

日
本
語
が
必
要
な
資
格
試
験
の
た
め

に
、
地
元
の
社
会
福
祉
法
人
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

（非
営
利
組
織
）
で
つ
く
る

「す
み
だ

日
本
語
教
育
支
援
の
会
」
が
週
に
１
度

開
く
。
活
動
は
１２
年
目
に
入
り
、
こ
れ

ま
で
延
べ
約
１
２
０
人
が
学
ん
だ
。

花 谷 寿 人 の

生
徒
の
隣
に
座
り
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン

で
日
本
語
を
教
え
る
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ

イ
ヴ
だ
。

「
て
―
ね
ん

。
ど
す
こ
い
俸

楽
部
」
の
画
々
は
、
そ
の
名
の
通
り
、

定
年
後
に
地
域
の
役
に
立
ち
た
い
と
い

う
シ
エ
ア
た
ち
で
あ
る
、。

何
う

「揺

痔
」
や

「誨
聴
」

の
よ
う

な
難
し
い
日
本
語
も
覚
え
た
。

疋
島
さ
ん
は
介
護
の
仕
事
を
い
き
い

き
と
語
る
。

「お
年
寄
り
の
営
の
語
を

聞
く
の
が
大
好
き
で
す
」

疋
島
さ
ん
ら
試
験
に
受
か

っ
た
生
徒

◇

今
年
は
国
際
化
社
会
を
強
く
意
識
す

る
こ
と
が
多
か

っ
た
。

外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
を
拡
大

す
る
改
正
入
管
法
が
施
行
さ
れ
た
。
日

本
で
開
催
さ
れ
た
ラ
グ
ビ
ト

，
ワ
ー
ル

ド
カ
ツ
プ
で
は
へ
海
外
出
身
選
手
が
１５

人
を
首
め
る
日
本
代
表
チ
ー
ム
に
国
民

が

「
ワ
ン
チ
ー
ム
」
で
結
束
し
た
。

来
年
は
東
京
五
輪

。
パ
ラ
リ
ン
ピ

ツ

ク
。
疋
島
さ
ん
た
ち
は
海
外
か
ら
訪
れ

る
障
害
者
の
通
訳
や
介
助
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
す
る
。
「ア
ボ
ッ
ト

・
カ
マ
イ
」

は
匁
ガ
ロ
グ
語
で

「手
を
取
り
合

っ
て

助
け
合
う
」
と
い
う
意
味
だ
。

◇
　
　
　
　
　
　
　

．

す
み
だ
日
本
語
教
育
支
援
の
会
で
教

え
る
柳
田
恭
子
さ
ん
は
生
徒
と
関
わ
る

こ
と
が
楽
し
く
て
た
ま
ら
な
い
様
子

だ
。
自
分
も
介
護
さ
れ
る
時
が
来
る
か

も
し
れ
な
い
。
だ
か
ら
こ
う
言

っ
て
く

れ
た
こ
と
が
心
底
う
れ
し
か

っ
た
。

名
先
生
、
大
丈
夫
だ
か
ら
。
私
が
み

て
あ
げ
る
」

支
援

と
は

一
方
的
な
も
の
で
は
な

い
。
支
え
る
こ
と
は
支
え
ら
れ
る
こ
と

に
つ
な
が
る
。
教
室
に
集
う
人
た
ち
は

そ
れ
を
知

っ
て
い
る
。

（論
説
委
員
）

獅鰯
粋

支
・援
は
め
ぐ
る

麟
韓

ｏ一

・
磐

介
護
福
祉
士
の
疋
島

ヘ
ル
ミ
ニ
ア
さ

ん
（５３
）
が
日
本
人
男
性
と
結
婚
し
て
フ

ィ
リ
ピ
ン
か
ら
来
日
し
た
の
は
■
９
８

６
年
だ

っ
た
。

ヘ
ル
パ
ー
の
資
格
を
取

る
た
め
、
こ
の
教
室
に
通
い
、
介
護
に

た
ち
は
３
年
前
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
団
体

「／
ボ

ッ
ト

・
カ
マ
イ
」
を
設
立
し
た
。

地
域
に
恩
返
し
を
し
よ
う
と
、
老
人
ホ

ｒ
ム
な
ど
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
歌
や
踊
り

を
披
露
し
て
い
る
。
　
　
　
　

．

毎

を iyukan@mainichi,cojpフ ァクス03・ 3212・ 0279 特 集
● 0


